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産地と実需者のニーズをつなぐＪＡグループ国産農畜産物商談会（４-５面）

岐阜県美濃加茂市に開所した飛騨牛繁殖研
修センター（３面）

ＪＡ十和田おいらせの竹ヶ原幸光組合長（右）に
グローバルＧＡＰ団体認証取得を報告するＪＡ十
和田おいらせ野菜振興会の甲田一博会長（右
から３人目）ら（２面）

飛
騨
牛
繁
殖
研
修
セ
ン
タ
ー
開
所（
岐
阜
県
本
部
）

ロンドンで初の
「全農東北フェア」開催（輸出対策部）

ＪＡ十和田おいらせの生産者が
ゴボウでグローバルＧＡＰ
団体認証取得（青森県本部）

ＪＡズームイン（ＪＡ島原雲仙）

青果情勢（園芸部）

ＪＲ東日本品川駅構内に新業態
「みのりみのるキッチン」オープン
（フードマーケット事業部）

ＪＡタウンショップ紹介
　広島とれたて元気市
    （ＪＡ全農ひろしま）

3面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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第２回山梨県
ＴＡＣパワーアップ大会開催
（山梨県本部）

Web
限定

2

6

第13回ＪＡグループ
国産農畜産物商談会開催（営業開発部・

耕種総合対策部）



　
岐
阜
県
の
和
牛
生
産
は
、
繁
殖
雌

牛
頭
数
・
肉
用
牛
飼
養
戸
数
・
飛
騨

牛
認
定
頭
数
が
、
平
成
21
年
度
の

8
9
6
0
頭
・
6
8
0
戸
・
1
万

1
4
3
7
頭
か
ら
平
成
29
年
度
に
は

7
5
8
0
頭
・
5
1
4
戸
・
9
9

1
6
頭
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
繁

殖
雌
牛
の
減
少
は
子
牛
市
場
へ
の
上

場
頭
数
の
減
少
・
相
場
の
高
騰
を
招

い
て
お
り
、「
新
規
就
農
者
の
確
保
・

担
い
手
の
育
成
」と「
繁
殖
雌
牛
の
増

頭
」が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
岐
阜
県
本
部
と
岐
阜
大
学
は
平
成

26
年
度
か
ら「
飛
騨
牛
倶
楽
部
」を
立

ち
上
げ
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
生

産
者
や
関
係
者
と
と
も
に
今
後
の
ブ

ラ
ン
ド
の
方
向
性
や
魅
力
発
信
方
法

な
ど
を
討
議
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
29
年
3
月
に
は
農
業
担
い
手
な
ど

の
人
材
育
成
、
農
産
物
と
そ
の
加
工

品
の
研
究
・
開
発
と
ブ
ラ
ン
ド
化
、

農
村
の
活
性
化
に
取
り
組
む
た
め
、

県
の
立
ち
合
い
で
大
学
と
連
携
・
協

力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
施
策
検
討
を
行
い
、

就
農
研
修
機
能
を
付
与
し
た
繁
殖
セ

ン
タ
ー「
飛
騨
牛
繁
殖
研
修
セ
ン
タ
ー
」

設
置
へ
と
動
き
始
め
ま
し
た
。

　「
飛
騨
牛
繁
殖
研
修
セ
ン
タ
ー
」で
は

繁
殖
事
業
と
研
修
事
業
を
行
い
ま
す
。

繁
殖
事
業
は
、
繁
殖
雌
牛
1
0
0
頭

規
模（
黒
毛
和
種
34
頭
、
交
雑
種
66

頭
）で
取
り
組
み
、
交
雑
牛
を
活
用
す

る
こ
と
で
初
期
投
資
が
少
な
い
繁
殖
経

営
を
実
証
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
交
雑
牛
へ
の
2
卵

移
植
技
術
を
活
用
し
た
双
子
生
産
技

術
の
確
立
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
に
よ

る
省
力
化
・
生
産
性
の
向
上
す
る
体

系
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　
研
修
事
業
は
、
2
年
間
を
研
修
期

間
と
し
、
行
政
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
、
生

産
者
組
織
に
よ
る
技
術
指
導
や
地
域

と
の
関
係
性
構
築
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の

支
援
を
行
い
ま
す
。
同
時
に
空
き
牛

舎
の
あ
っ
せ
ん
や
ア
パ
ー
ト
牛
舎
の
貸

与
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
就
農
支
援
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　「
飛
騨
牛
繁
殖
研
修
セ
ン
タ
ー
」は
、

岐
阜
県
本
部
、
大
学
と
県
の
産
学
官

が一体
と
な
っ
て
繁
殖
研
修
施
設
を
運

営
す
る
全
国
で
も
初
の
取
り
組
み
で

す
。
関
係
団
体
が一丸
と
な
っ
て
岐
阜

県
の
宝
で
あ
る「
飛
騨
牛
」の
生
産
基

盤
拠
点
と
な
る
よ
う
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
岐
阜
県
本
部
は
岐
阜
大
学
、
岐
阜
県
と「
飛
騨
牛
繁
殖
研
修
事
業
に
係
る
連

携
協
議
会
」を
設
置
し
、「
岐
阜
大
学
応
用
生
物
科
学
部
附
属
岐
阜
フ
ィ
ー
ル
ド
科

学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
美
濃
加
茂
農
場
内 

飛
騨
牛
繁
殖
研
修
事
業
」（
飛
騨
牛

繁
殖
研
修
セ
ン
タ
ー
：
美
濃
加
茂
市
）を
3
月
28
日
に
開
所
し
ま
し
た
。

【
岐
阜
県
本
部
】

産
学
官
が一
体
で
生
産
基
盤
の
強
化
を
目
指
す

大
学
･
県
と
の
連
携

2
卵
移
植
の
実
証
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用

「
飛
騨
牛
繁
殖
研
修
セ
ン
タ
ー
」を
開
所

岐
阜
県
本
部
×
岐
阜
大
学
×
岐
阜
県

岐阜県和牛生産の状況
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繁殖雌牛 飛騨牛認定数（頭）

飛騨牛繁殖研修センターの開所を祝い関係者がテープカット

牛
舎
に
導
入
し
た
繁
殖
雌
牛

　
取
り
組
ん
だ
生
産
者
か
ら
は
、

農
場
の
整
理
整
頓
な
ど
大
変
な

こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

の
仕
組
み
を
理
解
す
る
こ
と
で

農
業
経
営
に
対
す
る
意
識
が
向

上
し
た
、
な
ど
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
十
和
田
お
い

ら
せ
野
菜
振
興
会
の

甲
田
一
博
会
長
は
、

「
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
導
入
に
よ

り
高
品
質
な
ゴ
ボ
ウ

を
生
産
し
、Ｊ
Ａ
十
和

田
お
い
ら
せ
の
ブ
ラ

ン
ド
強
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
」と
今
後
に

向
け
た
決
意
を
語
っ

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、

Ｇ
Ａ
Ｐ
支
援
チ
ー
ム

（
事
務
局
：
全
中
・
全

農
）を
設
置
し
、Ｇ
Ａ

Ｐ
の
団
体
認
証
取
得

を
支
援
す
る
現
地
ア

ド
バ
イ
ス
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

宮
城
、
福
島
の
米
を
中
心
に
特

別
価
格
で
販
売
し
ま
し
た
。
ま

た
、東
北
の
銘
菓
、東
北
産
米
を

使
用
し
た
す
し
や
天
丼
を
販
売
、

和
牛
ス
テ
ー
キ
弁
当
の
実
演
販

売
も
行
い
ま
し
た
。
お
客
さ
ま

か
ら「
東
北
の
お
米
が
一
番
お

い
し
い
」と
い
っ
た
声
も
あ
り
、

多
い
方
は
一
度
に
４
袋
も
購
入

す
る
な
ど
好
評
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
輸
出
を
通
じ
、

Ｊ
Ａ
と
共
に
生
産
者
の
支
援
と

地
域
農
業
の
振
興
に
全
力
を
あ

げ
て
い
き
ま
す
。

News!

News!

ゴボウでグローバルGAP団体認証取得

ロンドンで初の「全農東北フェア」開催！

青森県ＪＡ十和田おいらせ管内の生産者4人がＪＡでは野菜で県内初

世界各国取引先の賛同を得て、東北で輸出用米の産地が拡大

青森県本部

輸出対策部

　
青
森
県
Ｊ
Ａ
十
和
田
お
い
ら
せ
管
内
の
ゴ
ボ
ウ
生
産
者
4
人
は
、

2
月
22
日
付
で
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
団
体
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
支
援
で
野
菜
で
は
県
内
初
で
す
。

　
全
農
は
3
月
9
～
10
日
、
ロ
ン
ド
ン
で
、
東
北
産
米
な
ど
を
販
売

す
る「
全
農
東
北
フ
ェ
ア
」を
開
き
ま
し
た
。震
災
復
興
を
祈
念
し
た

も
の
で
、初
の
開
催
で
す
。

　
今
回
の
認
証
取
得
は
、
ゴ
ボ

ウ
産
地
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と

も
に
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
食
品
安

全
・
労
働
安
全
な
ど
の
取
り
組

み
に
よ
る
生
産
者
の
農
業
経
営

改
善
を
目
的
に
取
り
組
み
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
全
農
が
平
成
27
年
か
ら
取
り

組
む
輸
出
用
産
地
づ
く
り
で
は
、

震
災
復
興
の
面
も
あ
り
、宮
城
、

福
島
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
に
ロ
ン
ド
ン
の
取

引
先
で
あ
る
Ｔ
Ｋ
ト
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
社
の
賛
同
を
得
て
、
東
北

産
米
を
中
心
に
輸
出
し
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
世
界
各
国
の

取
引
先
と
の
結
び
付
き
に
よ
り
、

現
在
、
輸
出
用
米
の
産
地
は
5

県
で
1
3
6
㌶
（
約
6
0
0
㌧
）

ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
「
全
農
東
北
フ
ェ
ア
」で
は
、

Ｊ
Ａ
十
和
田
お
い
ら
せ
の
竹
ヶ
原
幸
光
組
合
長（
右
）

に
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
団
体
認
証
取
得
を
報
告
す

る
Ｊ
Ａ
十
和
田
お
い
ら
せ
野
菜
振
興
会
の
甲
田
会
長

（
右
か
ら
３
人
目
）ら

あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し
た
東
北
産
米

多
く
の
邦
人
、ロ
ン
ド
ン
市
民
が
訪
れ
た

会
場
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岐
阜
県
の
和
牛
生
産
は
、
繁
殖
雌

牛
頭
数
・
肉
用
牛
飼
養
戸
数
・
飛
騨

牛
認
定
頭
数
が
、
平
成
21
年
度
の

8
9
6
0
頭
・
6
8
0
戸
・
1
万

1
4
3
7
頭
か
ら
平
成
29
年
度
に
は

7
5
8
0
頭
・
5
1
4
戸
・
9
9

1
6
頭
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
繁

殖
雌
牛
の
減
少
は
子
牛
市
場
へ
の
上

場
頭
数
の
減
少
・
相
場
の
高
騰
を
招

い
て
お
り
、「
新
規
就
農
者
の
確
保
・

担
い
手
の
育
成
」と「
繁
殖
雌
牛
の
増

頭
」が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
岐
阜
県
本
部
と
岐
阜
大
学
は
平
成

26
年
度
か
ら「
飛
騨
牛
倶
楽
部
」を
立

ち
上
げ
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
生

産
者
や
関
係
者
と
と
も
に
今
後
の
ブ

ラ
ン
ド
の
方
向
性
や
魅
力
発
信
方
法

な
ど
を
討
議
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
29
年
3
月
に
は
農
業
担
い
手
な
ど

の
人
材
育
成
、
農
産
物
と
そ
の
加
工

品
の
研
究
・
開
発
と
ブ
ラ
ン
ド
化
、

農
村
の
活
性
化
に
取
り
組
む
た
め
、

県
の
立
ち
合
い
で
大
学
と
連
携
・
協

力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
施
策
検
討
を
行
い
、

就
農
研
修
機
能
を
付
与
し
た
繁
殖
セ

ン
タ
ー「
飛
騨
牛
繁
殖
研
修
セ
ン
タ
ー
」

設
置
へ
と
動
き
始
め
ま
し
た
。

　「
飛
騨
牛
繁
殖
研
修
セ
ン
タ
ー
」で
は

繁
殖
事
業
と
研
修
事
業
を
行
い
ま
す
。

繁
殖
事
業
は
、
繁
殖
雌
牛
1
0
0
頭

規
模（
黒
毛
和
種
34
頭
、
交
雑
種
66

頭
）で
取
り
組
み
、
交
雑
牛
を
活
用
す

る
こ
と
で
初
期
投
資
が
少
な
い
繁
殖
経

営
を
実
証
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
交
雑
牛
へ
の
2
卵

移
植
技
術
を
活
用
し
た
双
子
生
産
技

術
の
確
立
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
に
よ

る
省
力
化
・
生
産
性
の
向
上
す
る
体

系
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　
研
修
事
業
は
、
2
年
間
を
研
修
期

間
と
し
、
就
農
希
望
地
域
ご
と
に
就

農
支
援
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
行
政

や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
、
生
産
者
組
織
に
よ

る
技
術
指
導
や
地
域
と
の
関
係
性
構

築
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
同
時
に
空
き
牛
舎
の
あ
っ
せ
ん
や

ア
パ
ー
ト
牛
舎
の
貸
与
な
ど
の
ハ
ー
ド

面
で
も
就
農
支
援
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　「
飛
騨
牛
繁
殖
研
修
セ
ン
タ
ー
」は
、

岐
阜
県
本
部
、
大
学
と
県
の
産
学
官

が一体
と
な
っ
て
繁
殖
研
修
施
設
を
運

営
す
る
全
国
で
も
初
の
取
り
組
み
で

す
。
関
係
団
体
が一丸
と
な
っ
て
岐
阜

県
の
宝
で
あ
る「
飛
騨
牛
」の
生
産
基

盤
拠
点
と
な
る
よ
う
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

岐
阜
県
本
部
は
岐
阜
大
学
、
岐
阜
県
と「
飛
騨
牛
繁
殖
研
修
事
業
に
係
る
連

携
協
議
会
」を
設
置
し
、「
岐
阜
大
学
応
用
生
物
科
学
部
附
属
岐
阜
フ
ィ
ー
ル
ド
科

学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
美
濃
加
茂
農
場
内 
飛
騨
牛
繁
殖
研
修
事
業
」（
飛
騨
牛

繁
殖
研
修
セ
ン
タ
ー
・
愛
称
：
飛
騨
牛
Ｂ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
＝H

idagyu breeding 

and training center

、
美
濃
加
茂
市
）を
3
月
28
日
に
開
所
し
ま
し
た
。

【
岐
阜
県
本
部
】

産
学
官
が一
体
で
生
産
基
盤
の
強
化
を
目
指
す

大
学
･
県
と
の
連
携

2
卵
移
植
の
実
証
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用

「
飛
騨
牛
繁
殖
研
修
セ
ン
タ
ー
」を
開
所

岐
阜
県
本
部
×
岐
阜
大
学
×
岐
阜
県

岐阜県和牛生産の状況
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繁殖雌牛 飛騨牛認定数（頭）

飛騨牛繁殖研修センターの開所を祝い関係者がテープカット

牛
舎
に
導
入
し
た
繁
殖
雌
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J
A
グ
ル
ー
プ
国
産
農
畜
産

物
商
談
会
を
3
月
12
日
、
13
日

の
2
日
間
、
東
京
・
有
楽
町
の

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催

し
ま
し
た
。
本
商
談
会
は
国
産

農
畜
産
物
と
そ
の
加
工
品
の
販

売
チ
ャ
ン
ネ
ル
拡
大
を
目
的
と

し
、
全
農
が
J
A
バ
ン
ク
と
共

に
主
催
し
て
い
ま
す
。
会
期
中

は
食
品
ス
ー
パ
ー
、生
協
、外
食
・

中
食
、
食
品
卸
、
食
品
メ
ー
カ
ー

な
ど
か
ら
5
0
3
4
人
に
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
長
澤
豊

会
長
が
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ
を

し
た
後
、
来
賓
の
農
林
水
産
省
・

日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
各
位

か
ら
ご
あ
い
さ
つ
い
た
だ
き
、
鏡
開

き
で
盛
大
に
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
J
A
や
生
産
法
人
な
ど
1
2
0

団
体
か
ら
出
展
い
た
だ
き
、
ブ
ー

ス
や
商
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
盛
ん
に

名
刺
交
換
や
商
談
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
予
約
制
個
別
商
談
会
で
は
成
約

率
向
上
に
向
け
、
事
前
に
出
展
者

と
バ
イ
ヤ
ー
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。
商
談
数
は
2
5
5
件（
前

年
比
1
0
6
%
）
と
増
え
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
国
産
農
畜
産
物
へ

の
需
要
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　
出
展
者
へ
の
当
日
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
年
ご
と
に
新
し
い
つ
な
が
り

や
情
報
を
得
る
事
が
で
き
て
い

る
」、「
新
商
品
・
開
発
商
品
に
つ

い
て
顧
客
の
声
を
聞
け
る
場
と
し

て
今
後
も
積
極
的
に
参
加
し
た
い
」

な
ど
の
前
向
き
な
お
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
の
商
談
会
を
き
っ
か
け
と
し

て
バ
イ
ヤ
ー
の
皆
さ
ま
と
全
国
産

地
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
日
本

農
業
の
輝
く
未
来
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

営
業
開
発
部
・

耕
種
総
合
対
策
部

産地と実需者のニーズをつなぐ、
ＪＡグループの商談会

地域色あふれる全国の農畜産物・
加工品をマッチング

開会セレモニーで鏡開きをする左からJA全中の肱岡常務、農林中央金庫の
奥理事長、長澤会長、農林水産省産業連携課の髙橋課長、日本生活協同組
合連合会の本田会長、日本農業法人協会の山田会長、JA全青協の水野会長

　「TACの店」の出展は、担い手農家か
らの販売力強化の要望に応えるため、産
地の魅力や担い手の生産にかける思いを
直接バイヤーにつなげる機会として実施し
ています。今回は16JA（22ブース）が出
展し、JAの担い手に出向く担当者（TAC）
や担い手農家が、地元の農畜産物や加
工品を広く実需者にPRするともに、販路
拡大を目指しました。
　ブースでの商談に加えて、会場エント
ランスでの出展商品の展示や出展者プレ
ゼンでの商品紹介も実施しました。
　今後は、今回の商談会で得られた実
需者とのつながりやニーズを尊重し、さ
らなる生産振興や商品開発が展開される
ことが期待されます。

「TACの店」16JAが出展
生産にかける思いを
直接バイヤーへ

T
A
C
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
T
A
C
の
店
」の
出
展
商

品
や
T
A
C
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
、
P
R
し
ま
し
た

J
A
の
T
A
C
や
担
い
手
農
家
が
、
出
展
商
品
の
特
徴
や
魅
力
を
バ

イ
ヤ
ー
に
説
明
し
、
販
路
拡
大
を
目
指
し
ま
し
た

新たな取り組みとして食
シーンをイメージした全
農メニュー提案コー
ナーを設置。グループ
商 品を使 用したメ
ニューは来場者から注
目を集めました

国会議員を神出理事長
が案内。左から白いリ
ボンを着けた藤木眞也
参議院議員、野村哲郎
参議院議員、林芳正参
議院議員

セミナーでは全農 戸井
チーフオフィサーがこれ
から起こる変化と全農
の新たな取り組みにつ
いて講演しました。そ
の他、注目のテーマ別
4セミナーも好評でした

予約制個別商談では事
前登録いただいたバイ
ヤーとの商談が熱心に
行われました

全農広報部の「生きも
の育むお米コーナー」
では、生物多様性や環
境保全に取り組むJAた
じま「コウノトリ育むお
米」、JA佐渡「朱鷺と暮
らす郷」などを紹介しま
した

エントランスでは注目のテーマ（産地
づくり・商品開発、GAP、TACの取
り組み）紹介と関連出展者の商品を
展示紹介しました
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らなる生産振興や商品開発が展開される
ことが期待されます。

「TACの店」16JAが出展
生産にかける思いを
直接バイヤーへ

T
A
C
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー
で
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から起こる変化と全農
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いて講演しました。そ
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4セミナーも好評でした

予約制個別商談では事
前登録いただいたバイ
ヤーとの商談が熱心に
行われました
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らす郷」などを紹介しま
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づくり・商品開発、GAP、TACの取
り組み）紹介と関連出展者の商品を
展示紹介しました

5 2019 4.8 vol.880

JA
 Z

ennoh W
eekly

特 

　
集



概要 平成３０年３月３１日現在

正組合員数　　　　　   1万1488人
准組合員数　　　　　　1万7240人
職員数　　　　　　　　　　 907人
販売品取扱高　　　  313億9千万円
購買品取扱高　　　  143億6千万円
貯金残高　　　　   1619億７千万円
長期共済保有高　　8749億2千万円
主な農畜産物　　イチゴ、ジャガイモ、
　　　　　　　　ダイコン

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽
培
が
拡
大

第
48
回
日
本
農
業
賞
の
大
賞
受
賞

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽
培
面
積
が
増

え
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
は

２
０
０
㌶
、
30
年
度
は
50
㌶
増

え
て
２
５
０
㌶
ま
で
拡
大
し
ま

し
た
。将
来
的
に
は
３
０
０
㌶
、

さ
ら
に
広
げ
て
５
０
０
㌶
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培
を
け
ん
引
し

て
い
る
の
が
、
雲
仙
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
部
会
で
す
。同
部
会
は
今
年

3
月
、Ｊ
Ａ
全
中
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど

が
主
催
し
日
本
各
地
の
意
欲
的

な
農
業
経
営
や
未
来
の
豊
か
な

生
き
方
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
食
や

農
の
活
動
を
表
彰
す
る
、
第
48

回
日
本
農
業
賞
の
大
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
厳
し
い
農
業

情
勢
に
加
え
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、農

農
産
物
の
栽
培
に
適
し
た
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

農
産
物
の
生
産
量
、
価
格
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
元
気
な
生

産
者
を
育
成
し
よ
う
と

い
う
意
味
も
含
め
て

「
日
本
一
元
気
な
産
地

の
実
現
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

栽
培
品
目
は
イ
チ
ゴ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ダ
イ
コ

ン
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ン

ジ
ン
、
レ
タ
ス
な
ど
多

様
で
、ミ
カ
ン
、ビ
ワ
、

梨
な
ど
の
果
樹
、
菊
な

ど
の
花
き
、
子
牛
生
産

を
中
心
と
し
た
畜
産
も

盛
ん
で
す
。

　
中
で
も
、
近
年
は
ブ

の
三
つ
の
柱
を
軸
に
、
自
己
改

革
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
が
最
も
大
切
に
し
て
い

る
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
と

の「
ぬ
く
も
り
の
あ
る
信
頼
づ

く
り
」を
基
盤
に
、こ
れ
か
ら
も

「
日
本
一
元
気
な
産
地
の
実
現
」

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
島
原
雲
仙
は
、
平
成
13

年
に
旧
11
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
誕
生

し
た
長
崎
県
の
島
原
半
島
を
管

内
に
持
つ
Ｊ
Ａ
で
す
。耕
地
面
積

が
半
島
全
体
の
約
25
％
を
占
め
、

ま
た
1
年
の
平
均
気
温
が
17
度

と
温
暖
で
、
日
照
時
間
も
長
く
、

家
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な

ど
、
と
も
す
れ
ば
半
島
農
業
の

活
力
が
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
も
否
め
な
い
問
題
で
す
。Ｊ

Ａ
は
現
在
、
政
府
が
定
め
る
農

協
改
革
集
中
推
進
期
間
を
見
据

え
、「
農
業
の
振
興
」「
地
域
の
振

興
」「
組
織
・
経
営
基
盤
の
確
立
」

「
日
本
一元
気
な
産
地
の
実
現
」

掲
げ
多
様
な
農
畜
産
物
生
産

自
己
改
革
を
推
進
し

半
島
農
業・地
域
の
振
興
を

栽
培
拡
大
が
進
む
ブ
ロ
ッコ
リ
ー

ＪＡ島原雲仙
（長崎県）

長崎県

佐賀県

福岡県

雲仙ブロッコリー部会が第48回日本農業賞の大賞受賞

氷
詰
め
し
て
鮮
度
を
保
つ
ブ
ロ
ッコ
リ
ー

62019 4.8 vol.880

JA
 Z

ennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン



（園芸部）

　4月は、キャベツ・ハクサイ・ダイコン・ニンジンなどの春物の出荷が本格
化してきます。

　キャベツは、神奈川・千葉・愛知などが中心の出荷となります。気温上昇に伴い各産地
潤沢な出荷が続くでしょう。出荷量は潤沢だった前年並みを見込みます。
　ハクサイは、茨城などが中心になります。3月に入ってからの気温上昇と適度な降雨で
おおむね順調な生育で、平年並みの作柄になっています。出荷量は、前年をやや上回る見
込みです。
　レタスは、茨城・兵庫などが中心の出荷となります。生育順調で安定した出荷が見込ま
れます。中旬以降は後続産地の出荷も始まります。出荷量は、前年並みを見込みます。
　ダイコンは、千葉などの関東産地が中心の出荷となります。気温上昇と降雨により関東
産地は前進出荷の見込み。肥大も順調となっています。出荷量は、前年並みを見込みます。
　ニンジンは、千葉などの秋冬作から徳島などの春作に切り替わります。徳島産は大幅な
前進出荷となっており、不足感のない出荷となるでしょう。出荷量は、前年をやや上回る見
込みです。
　トマトは、熊本や関東産地が中心の出荷となります。出荷量は前年をやや上回る見込み
です。
　キュウリは、西南暖地と関東産地からの出荷となります。出荷量は、成り疲れから前年
並みか前年をやや下回る見込みです。
　バレイショは、北海道が切り上がり九州産地の春作が増量します。北海道の貯蔵物は小
玉傾向。鹿児島は本島および離島からの出荷、長崎は中旬以降の出荷開始を見込みます。
出荷量は、潤沢であった前年並みを見込みます。
　タマネギは、北海道の貯蔵物と佐賀などが中心の出荷になります。出荷量は、前年を上
回る見込みです。

　前半は「新学期・新生活」をテーマとした催事、後半はゴールデンウィークを
絡めた企画が展開されます。気温の上昇に伴って、サラダ商材、浅漬けなどの

売り場も広がっていきます。

キャベツ・ハクサイなどの春物出荷が本格化

野  菜 果  実

　4月の国産果実は端境期となるため、一年の中で最も入荷
の少ない時期となります。そのため、オレンジなどの輸入果

実が増える時期でもあります。
　品ぞろえの中心は、イチゴ・中晩かん類で、その他メロン、小玉ス
イカなどが出回ります。
　イチゴは、栃木・福岡・佐賀・静岡などが中心の出荷となります。
３月に入り暖かい日も多く、日照量もあったため、順調な出荷となり、
４月も大きな出荷の山谷はなく、安定的な出荷が続く見込みです。出
荷量はおおむね前年並みを見込みます。
　かんきつ類では、「デコポン」、「清見」に加え、「甘夏柑」、「河内晩柑」
の出荷も始まります。全体的に生育は順調で、着色も良く前年よりは
やい出荷ペースとなっています。出荷量はおおむね前年並みとなる見
込みです。
　メロンは、昨年は低温により生育が遅れましたが、今年は順調な生
育となっており、３月下旬から熊本の「アンデス」、末頃から茨城の「オ
トメ」の出荷が始まります。出荷量はおおむね前年並みを見込みます。
　スイカ類も、生育は順調で、３月は前年を上回る出荷量となりまし
た。４月についても、中旬は一時２月の曇天の影響から数量伸び悩む
時期がありますが、全体的にはおおむね前年並みの出荷量となる見
込みです。
　ビワは、長崎のハウス物を中心に千葉からも出荷が始まります。出
荷量は冷え込みにより少なかった前年をやや上回る見込みです。

　果実売り場では、徐々に新しいアイテムが彩り豊かに増え
出します。また、お客さまの消費行動も、春から夏の果実につ

いては、気温によって大きく変わりますので、店舗では、週末の気候
をにらみ、店頭の売り場作りが行われます。

　3月は、レタス、ブロッコリー、トマト・ミニトマト、アスパラガス、イチゴ、リンゴの主産県
が一堂に会し、作況見通しや販売対策の共有化、消費拡大の進め方について協議しました。今
後も主産県による情報交換会などを定期的に開催し、出荷情報や販売情報の共有を図ります。

引き続きイチゴと中晩かん類が中心

青 果 情 勢
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JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週土曜日9：30～9：50（放送曜日・時間はFM局で異なります）
生産者の熱い思いをお届け！

Web限定の「レシピ検索」「菜園づくり」etc.
ぜひご覧ください！
Webマガジンは
こちらから https://apron-web.jp/

Apron Web 検 索

発行／全国農業協同組合連合会　2019年（平成31年）4月8日発行（毎週月曜日発行）
第3276号　編集・発行人／広報・調査部　落合成年　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

「みのりみのるキッチン」初出店
国産農畜産物の弁当・総菜を販売

JR東日本品川駅
構内に新業態店舗

 　「みのりみのるプロジェクト」は3月２２日、弁当・総

菜を販売する「みのりみのるキッチン」を、JR東日本

品川駅構内エキュートに初出店しました！

　中食産業の市場規模は昨年度10兆円を超え、今
後も大幅な伸長が見込まれますが、肉類を中心に食
材の多くを輸入に依存しているのが実態です。こうし
た現状を打開するために、外食事業で蓄積したノウ
ハウを投入し、使用する全ての食材を国産農畜産物
で賄う中食事業モデルを確立します。品川へお越し
の際は、ぜひお立ち寄りください。

弁当・総菜を販売す

る「みのりみのるキッチ

ン」

ご飯、主菜、副菜を選
べる弁当販売コーナー

フードマーケット事業部

ショップ概要

みのりみのるキッチン
エキュート品川店店名

東京都港区高輪3-26-27
JR東日本品川駅構内 エキュート品川住所

営業時間 9:00～22:00（日・祝～20:30）
定休日 無休

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

　「広島とれたて元気市」ショップから紹介するのは、広島県北部を
中心に、丹精込めて生産された極太のアスパラガスです。
　太陽の恵みをいっぱいに浴びて、にょきにょき育った広島のアスパ
ラガスは、濃いグリーンが特長。
　広島のプロ野球団選手が「走・攻・守」の三拍子そろっているよう
に、この時期にしか味わえない「広島の極太アスパラガス」も、「太い！ 
甘い！ やわらかい！」と、おいしいポイントが三拍子そろっています。
　お客さまからもおいしいと評判で、広島で取り扱う商品の中でも繰
り返しご購入いただくことの多い商品です。
　ゆでたり蒸したりしてそのままガブリ！ とお召し上がりください。
　この時期にだけ味わえる旬の味を、ぜひご賞味あれ。

広島の極太アスパラガス（約1㌔）……2880円

広島とれたて元気市（ＪＡ全農ひろしま）

JAタウンは
こちらから
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産地と実需者のニーズをつなぐＪＡグループ国産農畜産物商談会（４-５面）

岐阜県美濃加茂市に開所した飛騨牛繁殖研
修センター（３面）

ＪＡ十和田おいらせの竹ヶ原幸光組合長（右）に
グローバルＧＡＰ団体認証取得を報告するＪＡ十
和田おいらせ野菜振興会の甲田一博会長（右
から３人目）ら（２面）

飛
騨
牛
繁
殖
研
修
セ
ン
タ
ー
開
所（
岐
阜
県
本
部
）

ロンドンで初の
「全農東北フェア」開催（輸出対策部）

ＪＡ十和田おいらせの生産者が
ゴボウでグローバルＧＡＰ
団体認証取得（青森県本部）

ＪＡズームイン（ＪＡ島原雲仙）

青果情勢（園芸部）

ＪＲ東日本品川駅構内に新業態
「みのりみのるキッチン」オープン
（フードマーケット事業部）

ＪＡタウンショップ紹介
　広島とれたて元気市
    （ＪＡ全農ひろしま）

3面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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5
面
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第２回山梨県
ＴＡＣパワーアップ大会開催
（山梨県本部）

Web
限定

2

6

第13回ＪＡグループ
国産農畜産物商談会開催（営業開発部・

耕種総合対策部）
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